
 

 
 

 
名古屋でみつけた十月桜。 

10月から4月に二度咲きます。 

 

 
木蓮のつぼみが 

ようやく膨らみ始めました 

いつもお世話になっております。 

今月分の請求書を送付いたしますので、何卒御査収のほどよろしくお願い申し上げます。 

いつもありがとうございます。 

 

少しずつ朝の光が力強くなり、夕方にはほのかに明るさが残

るようになりました。「暑さ寒さも彼岸まで」の言葉通り、よ

うやく春めいてきました。皆様はいかがお過ごしでいらっし

ゃいますか。 

 

先日テレビで、芸能人がお題の写真から連想して俳句を作り、

それを先生が厳しく採点してランキングをつけるという番組

をみました。先生の批評はすごく辛口ですが、説明はとても

わかりやすく、一句の中から情景を立ち上がらせるべく１７

文字の言葉を操る俳句の面白さを垣間見た思いがしました。 

 

その中で、春の季語「風光る」を紹介していました。 

調べてみると「風光る」とは 

春風がきらきらと光り輝くように感じられることをいう。

陽光の踊るような明るさに、風にゆらぐ景色もまばゆい。

春の到来のよろこびや希望を、吹く風に託した言葉 

この解説を知らなくても、「春」「風光る」と聞くと、同じよ

うな情景が浮かびます。短い言葉の中に、景色や感情や温度

や明暗も含めることができる日本語は奥深く、特別に教えら

れなくても、言葉からくみ取り通じ合う事ができる感性を、

日本人は自然に学んでいるのですね。 

雰囲気で察する「空気を読む」という言葉や、言葉はただの

記号ではなく、霊的な力を持っているという「言霊」という

考えもあって、おもしろいですね。「言語は文化」とは、こう

いうことなんだなあと思いました。 

 

 

３月が年度末のお客様も多いかと存じますが、弊社も無事に

期末を迎えることができそうです。今期もたくさんお仕事を

させていただきました。 

毎日、弊社のシステムをご利用いただきありがとうございま

す。また、新規システムの稼働に向けて日々ご尽力いただき、

ありがとうございます。 

 

消費税改正も重なり、なおさらお忙しいかと存じますが、季

節の変わり目ですので、くれぐれもご自愛くださいませ。 

 

来期からも引き続き、どうぞよろしくお願いいたします。 
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